A Statistical Analysis On Physique・Physical Fitness and Health of Students. by 小松 幸円 et al.
学生の体格 ・体力および健康に関する
統計的分析
小 松 幸 円 ・嶋 谷 誠 司 ・鎌 田 章
1研 究 目的 ・方法
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平成15年10月に文部科学省が発表 した体格 ・運動能力調査の分析結果 を受
け,マ スコミ各社 は次のような内容 を述べ青少年の現状 を明らかにした。
・子 どもの身長は伸 びたが,握力はむ しろ低下,女 子 も同 じ傾向。
・今の子 どもは親の世代 と比べ,体格がいい反面体力や運動能力は低下。
・走 る,投 げる,は 低下傾向変わ らず。
・現代 っ子,背 伸びたが筋力落ちた。
・グングン下がる子 どもの体力。
現代 っ子の体力は,坂 を転がるように落ちてきている現状に対 し,文部科
学省ではその原因を 「運動 しないため,筋 肉が発達 しない」「今の子 どもは限
られた種 目の運動 しか取 り組まないため,運動能力全体が低下 している」「車
による移動が増えた り,集 団での外遊びが減ったため」 などをあげている。
神奈川大学湘南 ひらつかキャンパスの学生 においても,体 力の低下傾向に
1.2.4
ついては小松 らが体育学会,専 門分科会などで報告 して きた。
平成1年 に新たに湘南ひらつかキャンパスが新設 されたのにともない,同
キャンパスにおいても学生の体格 ・体力 ・運動能力の実態 を把握 し,ま たそ
の結果 を学生たちにフィー ドバ ックすることにより学生各 自身の現状 を認識
させ るため,平 成1年 より健康診断,機 能測定(体 力診断)お よび運動能力
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テス トを実施 して きた(本 学 では,体 力診 断 ・運動能力 テス トを 「体 力 テス
ト」 とい う名称 で実施 してい る)。
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今 回は,平 成1年 か ら平成14年までのテス ト資料 をもとに本学値 と全国値
との比較,ま た伸び率か らその年次推移 を比較検討 したものである。伸び率
は,本学値 についてはまず平成1年 の各項 目の平均値 をTス コアの50点とし,
平成2年 以降の各平均値 をTス コアに換算 した。 さらに平成1年 を改めて
100として平成2年 以降の各伸 び率 を算出 した。全国値 も同様 である。
ただし,50m走,1500m走(平成11・12年は1500m急歩 を実施),肺活量
の3種 目については平成1年 には測定 してお らず平成2年 を50点とした。全
国値 については立位体前屈が平成10年より長座体前屈の測定に変更になった
ため立位体前屈の平均値,標 準偏差は明記 していない。
尚,測 定 を実施 している項 目は体格 も含めて16項目あるが,今 回は体格で
は身長,体 重,筋 力では握力,柔 軟性では立位体前屈,瞬 発力からは50m走,
全身持久力では1500m走を,ま た肺機能検査 として肺活量 を入れ計7項 目と
した。
測定期 間は,各 年度 とも体格 は4月 の定期健康診断時,体 力テス トは4月
～5月 にかけて 「健康科学」授業時に実施 し,測 定方法は文部科学省のスポ
ーツテス ト要項 に準 じて行 った。
また 「身体運動科学2年 次配当 選択科 目」を受講 している学生に対 し,
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健 康度 チ ェ ックの ア ンケー トを毎年行 って きた。今 回はデー タの一部,平 成
10年～平成15年まで の年度別 におけ る健康度 の割合 を男女別 にま とめ検討 を
行 った。
健康 度 チ ェ ックは,身 体的健康,精 神 的健康,社 会 的健康 それぞれ各4項
目につ いて質 問 し,そ の回答 紙 は(1.あ て はま らない2.少 しあ ては ま
る3.か な りあて はまる4.よ くあて はまる)と なってお りr判 定 はそ
の総得 点 を健 康度得点判定基準 に合 わせ た。
尚r個 々の判 定結果 につ いて は 「低 い」 「やや低 い」は「低 い」に,「高 い」
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「やや高い」は 「高い」の部分に統合 し分析 を行 った。
2結 果 および考 察
表1は 平成1年 か ら平成14年までにおける本学,全 国の各測定項 目の平
均値,標 準偏差である。これ をもとに伸び率 を表 したのが表2で あ り各項 目
ごとに図示 した ものが図1～ 図7で ある。
まず図1の 身長 を見 てみると,本 学では年度 により多少の上昇,下 降が見
られるが,平 成7年 以降はどちらかといえば僅かであるが上昇傾向にある。
全 国については平成2年 以降,常 に100を越 えてお り僅かずつであるが身長
は伸 びのある傾 向を示 して きている。実数値 での最大幅 は本学で2.12cm,
全 国で1.24cmであった。
図2の 体重 については,本 学では年度により多少の変化 はあるが特徴的な
流れは見 られず,ど ちらか といえば横 ばい状態である。全国についても年度
により多少の差はあるが,大 きな変化 は見 られない。このことか ら,体 格 に
ついては身長の伸 びは徐々に上昇 しているが体重の変化はあまり見 られず,
最近の学生は痩身型傾向の感がする。
図3の 握力は,本 学 については著 しい下降,低 下現象 を示 してお り,平成
1年と比べ最大22%もの低下 を示 している年度 もある。実数値では6.54kgも
の差がある。筋力の低下傾向については文部科学省の報告にあるように全国
的な兆 しと思われるがsこ の結果か ら本学 について も学生の体力不足の一端
がここでも伺われる。全国について も本学ほどの落ち込みはないが,平 成2
年以降下降 をたどっているとい う現象が見 られる。
図4の 立位体前屈 を見 ると,握 力ほどではないが同様 に低下の傾向を示 し
ている。 このことは授業中に大 きなケガではないが,何 らかの傷害が以前に
比べ発生 しやす くなっているのも,体 の硬 さが一・つの要因と考 えられる。全
国 も同様 であるが,特 に平成8,9年 の落 ち込みが他 に比べ比較的大 きく,
それぞれ平成1年 に比べ8.4,8.3%であった。
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握力 と体前屈 については,全 国の平成2年 を除いて他 の年度は本学,全 国
とも一一度 も平成1年 を上回る伸 びを示 した年度 はな く,両種 目とも落ち込み
現象 である。
図5の50m走 では本学 は平成7年 まではそれぞれ2.9%,4.8%,5.7%,
4.3%,2.9%と多少の落ち込み年度 はあったが,平 成1年 よ りは早い タイム
を出 していたが,平 成8年 以降9年 を除いて全て低い値 を示 してお り下降傾
向である。全 国を見る と,平成1年 と比べ平成3年 を除 くと全 て落ち込んで
お り,本 学よ りも著 しく低下現象が見 られる。




図7の 肺活量 は,こ れまでにも分析 を行 ったこともあ り全体的には他の項
目同様やはり下降の状況である。
また,こ の肺活量 については測定実施校が極めて少な く,本 学 と比較する
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ことが出来たのは一校 のみであった。尚,文 部科学省 で毎年行 っている体力
テス トの測定 には肺活量の項 目は入っていない。
表3は 平成10年～15年までの年度別における健康度の男女の割合であ り,
これ を図示 したのが図8(男 子),9(女子)である。
男子 については,「低い」割合が平成10年から平成13年まで は徐 々に低下
傾向 を示 しているが,平 成14年,平成15年では上昇傾向が うかがえる。特 に
平成15につては50%近い割合 を示 してお り,「高い」割合 は逆に平成13年以
降低下傾 向にある。
女子 については,「低い」割合が平成10年以降平成14,15年を除いては上
昇傾向にあるが,い ずれにして も平成10年を基準 に傾向を見 た結果 どの年次
も40%以上の高い割合 を示 してお り,男子学生 に比べ女子の健康度の低 さが
特徴的である。
ア
女 子学生 の健 康 に対 す る意識 の低 さは体 育学会 な どで も報 告 されてお り,
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健康問題 については男子学生 も含めて 「日常生活の改善」「健康の自己管理」
な どの指導を今後検討 していかなければならないひとつ と考える。
この ことに関連 し,学 生の 「健康 ・体力」 に関するレポー トの中から 「健
康状態」「不健康の理由」 「体力状態」 などで比較的多 く述べ られている言葉
を列記する と,・ 息切 れ ・体力減退 ・体 が硬 い ・風邪が引 きやすい
・筋肉痛 ・倦怠感 ・疲れやすい ・食事の不規則 ・睡眠不足 ・肥満
などであった。
2年生以降上級生になる と,生 活の不規則(大 部分がアルバ イ ト)に よる
体調不良の訴えが 目立 ってきている。学生 自身の健康 に対する自己管理の甘
さが ここで も浮 きぼ りにされている。
3ま とめ
神奈川大学湘南ひらつかキャンパスの学生を対象 とした体力 テス トについ
て,平 成1年 か ら平成14年までの推移,伸 び率 を分析 した結果,次 の ような
事がわかった。
(1)体 格については年度 によって多少のバ ラツキ(98～105%)があるが,
身長 についてはわずかであるが伸びの傾 向があ り,体 重では全体的 に
見ると横ばい状態である。
(2)体 力では握力,立 位体前屈の下降が顕著であ り,最 大78%実数値 で
6.5kg,体前屈 においては最大81.3%実数値で5.6cm下回っていた。肺
活量 については握力,立 位体前屈ほ どの落ち込みはないが,や は り低
下傾向にある。
(3)運 動能力では50m走(瞬発力),1500m走(全身持…久走)と もに平成
8,9年 あた りまでは上昇か横 ばい傾 向であったが,平 成10年以降か
らは両項 目とも下降状態である。
(4)健 康度 については,男 子学生 より女子学生の 「低い」の割合が平成
10年を除いてすべて高 くなってお り}男 女の差が はっきり表われてい
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る。
体力テス トについては学生の体力の現状把握,ま た運動実践 ・処方の指標
として今後 も全国,他 大学 との比較検討 を継続 してい くが,現 在実施 してい
る測定項 目が多 く測定時間を取 り過 ぎる問題があ り,今後測定器具の改善 ま
た測定項 目の簡易化などにより一層の密度の濃い測定が出来るよう検討 して
いかなければならない。
最近の学生は授業時における姿勢 の悪 さ,集 中力の無 さ,判 断力の鈍 さ,
頑張 る力すなわち忍耐力不足 などが 目立つ。 これは学生の健康度の低 さ,体
力の低下の影響によるものである。
平成14年度文部科学省の報告 と同様,本 学でもこうした筋力,柔 軟性の低
下傾向の流れは変わらず,学 生の運動不足 によって引 き起 こされる体力の弱
化が顕著 に表れている。
この ような現状 を踏まえて,今 後 さらに体育教育の中で 「健康」「体力」 に
関す る学生の意識改革 を促す とともに,体 力の維持,向 上 に向けた理論教育
と実践指導の充実を目指 していきたい。
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低 い 普 通 高 い
全 体 39.3 37.9 22.8
平成10年 男 子 40.4 37.7 21.9
女 子 34.6 38.5 26.9
全 体 40β 35.1 24.1
平成11年 男 子 39.9 33.3 26.8
女 子 II/ 41.7 13.9
全 体 34.6 41 24.4
平成12年 男 子 29.3 37.9 32.8
女 子 50 50 0
全 体 32 47.Z zo.s
平成13年 男 子 24.5 51 24.5
女 子 59.3 33.3 7.4
全 体 33.1 45.4 21.5
平成14年 男 子 30.5 46.1 23.4
女 子 50 40.9 9.1
全 体 45.5 35.5 16
平成15年 男 子 45 40.5 X4.4
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